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 西ノ宮 佳代の課程博士学位総合審査結果要旨を報告する。 
 作品題目及び論文題目は、共に「蓬萊郷」である。「蓬萊郷」とは、作者自身の造語であり、恋愛観を
主とする内的世界を理想化し、普遍のものへと昇華させる場（空間）を作品（インスタレーション）に
よって具現化させたものある。 
 西ノ宮は、学部よりモザイク技法に興味を持ち、ギリシャ・ローマモザイクの表現技法に学びオーソ
ドックスな作品を制作したが、次第に図像の一部が枠からはみ出し、半立体へ移行し、更に卒業制作で
は立体作品を制作するに至った。修士課程では主にモザイクによる立体作品を研究したが、大理石に変
えて既成タイルや自身のコレクション（ガラス玉や貝殻等）を表現素材として用いる過程で、伝統的な
スタイルから抜け出し、独自の解釈による表現がみられるようになった。素材本来の形態を維持しなが
らモザイクを成すスタイルは、この頃芽生えてきたものである。特定の意味を持たせた立体物に更なる
意味を付加させるスタイルは、表現の二重構造ともいえるもので観者に強い印象を与える。この研究は
博士後期課程において更に幅を広げ複雑化し、過剰ともいえる多用な素材が細胞核のように立体表面に
貼付けられていった。作者にとって重要な意味を持つこれらの素材は、強固に、また濃密に作者の思い
を伝達する道具となり、「蓬萊郷」は長いスパンをかけて形成されてきたのである。モザイクは本来、意
味を持たないひとかけらが集合体となることで意味を成すものであるが、ひとかけらを物語の意味付け
の道具とする西ノ宮の試みは、新たなモザイク表現のスタイルを確立したものといえよう。しかしなが
ら、立体作品の構造について、支持体の材質及び強度面からいくつかの問題点があり、これらは、今後
の研究に期待したい。 
 学位論文は３章から成り、第１章はモザイクの歴史的内容について、第２章は主に幼児体験を出発点
とする制作の根源的動機について、第３章は学位対象作品について述べられる。第１章は、モザイクの
歴史について学術的、且つ体系的によくまとめられており、古代より建築物との関係において成り立つ
モザイクの発祥から初期キリスト教時代までを述べ、更に東京国立博物館本館と表慶館、旧朝香宮邸の
装飾を例に上げ、日本の近代建築におけるモザイクにも分析を加える論を展開する。第２章は、自分史
ともいうべき内容であり、創作の原点を幼児体験の記憶やテレビアニメを架空現実化させる嗜癖にある
と説き、蓬萊郷の原型ともいえる創作の骨格が述べられる。第３章は、作品「蓬萊郷」の概説であり、
自身の恋愛観等、内面的問題を創作の中心としながら、作品の支柱として歴史的建造物の空間と機能、
日本人の慣習、風土、更には現代の若者達の恋愛表現にまで調査を行い、それらを実証的に証明しなが
ら自身の表現形態に咀嚼し直す方法論が展開される。 
 作品、学位論文共に博士後期課程における研究成果が認めら、作品は、強い表現力とモザイクに独自
の表現スタイルを確立した点、論文はモザイクを歴史的観点から詳細に研究し、創作研究について論を
展開する中に知と技の一致がみられる点、以上を特筆すべき成果として評価し、学位審査にあたった審
査員全員が一致して学位授与に相応しい研究内容であることを認め、学位を授与するものとする。 
 
 
